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1. 令和2年3月期第2四半期の連結業績（平成31年4月1日～令和元年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2年3月期第2四半期 40,926 4.4 2,700 83.9 2,865 77.1 1,873 72.0

31年3月期第2四半期 39,194 △3.8 1,468 △25.2 1,618 △23.0 1,089 △28.6

（注）包括利益 2年3月期第2四半期　　681百万円 （△72.7％） 31年3月期第2四半期　　2,493百万円 （△10.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2年3月期第2四半期 74.21 ―

31年3月期第2四半期 43.15 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2年3月期第2四半期 90,091 50,188 55.5 1,979.79

31年3月期 89,780 49,759 55.2 1,962.85

（参考）自己資本 2年3月期第2四半期 49,977百万円 31年3月期 49,550百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

31年3月期 ― 9.00 ― 10.00 19.00

2年3月期 ― 9.50

2年3月期（予想） ― 9.50 19.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 2年 3月期の連結業績予想（平成31年 4月 1日～令和 2年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 89,000 △7.8 4,800 △15.9 5,000 △16.3 3,400 △17.1 134.69

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2年3月期2Q 27,060,000 株 31年3月期 27,060,000 株

② 期末自己株式数 2年3月期2Q 1,816,064 株 31年3月期 1,815,993 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2年3月期2Q 25,243,982 株 31年3月期2Q 25,244,198 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



【参考】個別業績の概要 

（１）令和２年３月期第２四半期の個別業績（平成31年４月１日～令和元年９月30日） 

ａ．個別経営成績（累計） 

  （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

 ２年３月期第２四半期 40,353 5.7 2,676 89.1 2,846 81.2 1,864 74.7 

31年３月期第２四半期 38,179 △3.5 1,415 △26.1 1,570 △23.8 1,067 △33.5 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 

２年３月期第２四半期 73.84 

31年３月期第２四半期 42.28 

 

ｂ．個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

２年３月期第２四半期 89,090 49,262 55.3 

31年３月期 88,523 48,860 55.2 
 
（参考）自己資本 ２年３月期第２四半期 49,262 百万円   31年３月期 48,860 百万円 

（注）上記個別業績は、四半期財務諸表規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象ではありま

せん。 

 

（２）令和２年３月期の個別業績予想（平成31年４月１日～令和２年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 87,460 △7.3 4,760 △14.1 4,950 △14.8 3,350 △16.6 132.70 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

個別業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づいており、実際の業績は、様々な要因により予想値と異なる

可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出を中心に弱さが続いているものの、個人消費の下支えや

企業の設備投資は堅調に推移しており、経済対策及び関連予算等の着実な実施による雇用・所得環境の改善継続等

を背景に、景気は安定基調を維持しております。また海外では、米中貿易摩擦の長期化に伴う米中経済の減速懸

念、英国のEU離脱問題、香港におけるデモの広がりなど世界経済の不確実性の影響もあり、依然として先行き不透

明な状況が続いています。

 建設業界におきましては、政府の公共投資並びに民間投資は堅調に推移しているものの、施工を行う技術者不足

が解消されていないことに加え、資材価格や労務費といった建設コストの高騰が工事収益を圧迫するなど、引き続

き厳しい環境が続いております。

 このような情勢下、当社グループは、安全と品質確保並びに技術力の向上を重点に事業活動を積極的に進めまし

た結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は40,926百万円（前年同期比 1,731百万円増加）となり

ました。利益におきましては、営業利益が2,700百万円（前年同期比 1,232百万円増加）、経常利益は2,865百万円

（前年同期比 1,247百万円増加）で親会社株主に帰属する四半期純利益は1,873百万円（前年同期比 783百万円増

加）となりました。なお、当社グループの主たる事業であります建設事業は工事の完成引渡しが下半期、特に第４

四半期に偏るという季節的変動要因があります。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（建設事業）

 当第２四半期連結累計期間については、完成工事高は前年同期比1,668百万円（4.2％）増加の41,072百万円とな

ったことなどに伴い、セグメント利益は前年同期比1,159百万円（30.7％）増加の4,932百万円となりました。

（不動産事業等） 

 当第２四半期連結累計期間については、兼業事業売上高が前年同期比116百万円（21.9％）増加の646百万円とな

ったことなどに伴い、セグメント利益は前年同期比153百万円増加の209百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ受取手形・完成工事未収入金等が

7,535百万円、投資有価証券が1,804百万円、電子記録債権が602百万円減少しましたが、現金預金が7,621百万円、

未成工事支出金が1,915百万円、流動資産のその他が1,225百万円増加したことなどにより310百万円増加して

90,091百万円となりました。

 負債につきましては、短期借入金が2,750百万円、長期借入金が1,116百万円、流動負債のその他が1,742百万円

増加しましたが、電子記録債務が2,232百万円、支払手形・工事未払金等が2,196百万円、賞与引当金が1,474百万

円減少したことなどにより、118百万円減少の39,903百万円となりました。

 純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が1,225百万円減少しましたが、利益剰余金が1,620百万円増

加したことなどにより、428百万円増加の50,188百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、15,884百万円となり、前連結会計年

度末比7,621百万円の増加となりました。

 営業活動によるキャッシュ・フローは4,055百万円の収入超過（前年同期は3,394百万円の支出超過）となりまし

た。主な要因は、仕入債務の減少4,429百万円、未成工事支出金の増加1,915百万円、賞与引当金の減少1,474百万

円、法人税等の支払1,093百万円等の支出要因がありましたが、売上債権の減少8,140百万円、税金等調整前四半期

純利益2,776百万円、その他の負債の増加1,658百万円、未成工事受入金の増加950百万円等の収入要因があったこ

とによるものです。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは46百万円の支出超過（前年同期は462百万円の支出超過）となりました。

主な要因は、有形固定資産の売却による収入が69百万円ありましたが、有形固定資産の取得による支出が104百万

円等あったことによるものです。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは3,612百万円の収入超過（前年同期は3,687百万円の収入超過）となりまし

た。主な要因は、短期借入金の純増加3,968百万円等によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今年度通期の売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益の連結業績予想については、令

和元年11月13日に公表しました通りであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和元年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 8,263 15,884 

受取手形・完成工事未収入金等 43,494 35,958 

電子記録債権 663 61 

未成工事支出金 961 2,877 

その他のたな卸資産 202 165 

その他 1,557 2,782 

貸倒引当金 △24 △70 

流動資産合計 55,118 57,659 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 7,359 7,114 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 782 732 

土地 3,942 3,896 

建設仮勘定 2 16 

有形固定資産合計 12,086 11,759 

無形固定資産    

ソフトウエア 686 600 

その他 23 23 

無形固定資産合計 709 623 

投資その他の資産    

投資有価証券 21,378 19,573 

その他 509 493 

貸倒引当金 △21 △18 

投資その他の資産合計 21,866 20,048 

固定資産合計 34,662 32,432 

資産合計 89,780 90,091 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和元年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 12,284 10,087 

電子記録債務 7,910 5,677 

短期借入金 1,318 4,068 

1年内償還予定の社債 1,000 1,000 

未払法人税等 1,160 971 

未成工事受入金 1,132 2,082 

完成工事補償引当金 21 22 

工事損失引当金 230 128 

賞与引当金 2,548 1,074 

役員賞与引当金 73 10 

その他 4,203 5,946 

流動負債合計 31,883 31,068 

固定負債    

社債 200 200 

長期借入金 1,814 2,930 

繰延税金負債 3,099 2,570 

退職給付に係る負債 2,249 2,351 

その他 774 782 

固定負債合計 8,138 8,834 

負債合計 40,021 39,903 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,594 1,594 

資本剰余金 1,823 1,823 

利益剰余金 37,031 38,652 

自己株式 △948 △948 

株主資本合計 39,500 41,120 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,345 9,120 

退職給付に係る調整累計額 △295 △263 

その他の包括利益累計額合計 10,050 8,856 

非支配株主持分 209 210 

純資産合計 49,759 50,188 

負債純資産合計 89,780 90,091 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年９月30日) 

売上高 39,194 40,926 

売上原価 35,362 35,775 

売上総利益 3,832 5,151 

販売費及び一般管理費 2,364 2,450 

営業利益 1,468 2,700 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 132 146 

受取地代家賃 39 39 

その他 12 9 

営業外収益合計 184 196 

営業外費用    

支払利息 27 28 

その他 6 2 

営業外費用合計 34 30 

経常利益 1,618 2,865 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産売却損 - 50 

固定資産除却損 1 4 

投資有価証券評価損 - 34 

特別損失合計 1 89 

税金等調整前四半期純利益 1,617 2,776 

法人税等 517 900 

四半期純利益 1,100 1,875 

非支配株主に帰属する四半期純利益 10 2 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,089 1,873 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年９月30日) 

四半期純利益 1,100 1,875 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,376 △1,225 

退職給付に係る調整額 17 32 

その他の包括利益合計 1,393 △1,193 

四半期包括利益 2,493 681 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,483 680 

非支配株主に係る四半期包括利益 10 1 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,617 2,776 

減価償却費 528 515 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 43 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △20 0 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 422 △101 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,434 △1,474 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △59 △63 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 148 147 

受取利息及び受取配当金 △133 △146 

支払利息 24 28 

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） - 34 

有形固定資産売却損益（△は益） △0 49 

有形固定資産除却損 1 4 

売上債権の増減額（△は増加） △187 8,140 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △2,809 △1,915 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 36 38 

その他の資産の増減額（△は増加） △1,526 △1,228 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,086 △4,429 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 3,123 950 

その他の負債の増減額（△は減少） △827 1,658 

小計 △2,186 5,031 

利息及び配当金の受取額 133 146 

利息の支払額 △24 △28 

法人税等の支払額 △1,316 △1,093 

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,394 4,055 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △375 △104 

有形固定資産の売却による収入 0 69 

固定資産の除却による支出 △0 △1 

無形固定資産の取得による支出 △56 △9 

投資有価証券の取得による支出 △30 - 

投資活動によるキャッシュ・フロー △462 △46 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,000 3,968 

長期借入れによる収入 1,000 1,082 

長期借入金の返済による支出 △1,034 △1,184 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △277 △252 

非支配株主への配当金の支払額 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,687 3,612 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － - 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △169 7,621 

現金及び現金同等物の期首残高 13,341 8,263 

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,171 15,884 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 税金費用の算定については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。な

お、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

 

 

 

 

 

 

 

- 9 -

名工建設（株）（1869）令和2年3月期第2四半期決算短信



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 
  建設事業 不動産事業等 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 38,723 471 39,194 - 39,194 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
679 59 739 △739 - 

計 39,403 530 39,933 △739 39,194 

セグメント利益 3,773 55 3,828 △2,360 1,468 

（注）１．セグメント利益の調整額△2,360百万円には、セグメント間取引消去3百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△2,364百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成31年４月１日 至令和元年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 
  建設事業 不動産事業等 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 40,328 597 40,926 - 40,926 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
743 49 792 △792 - 

計 41,072 646 41,718 △792 40,926 

セグメント利益 4,932 209 5,142 △2,441 2,700 

（注）１．セグメント利益の調整額△2,441百万円には、セグメント間取引消去9百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△2,450百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）部門別受注高比較表（連結）

（単位:百万円）
 

区分 
平成31年３月期 令和２年３月期 

比較増減 増減率
第２四半期 構成比 第２四半期 構成比

    ％   ％   ％

土木 20,197 55.6 25,289 74.6 5,091 25.2

建築 16,107 44.4 8,614 25.4 △7,493 △46.5

計 36,305 100.0 33,903 100.0 △2,401 △6.6

官公庁 9,297 25.6 9,665 28.5 367 4.0

民間 27,007 74.4 24,238 71.5 △2,769 △10.3

計 36,305 100.0 33,903 100.0 △2,401 △6.6

 

（２）部門別売上高比較表（連結）

（単位:百万円）
 

区分 
平成31年３月期 令和２年３月期 

比較増減 増減率
第２四半期 構成比 第２四半期 構成比

完成工事高   ％   ％   ％

土木 26,794 69.2 29,553 73.3 2,759 10.3 

建築 11,928 30.8 10,774 26.7 △1,153 △9.7 

計 38,723 100.0 40,328 100.0 1,605 4.1 

官公庁 8,536 22.0 9,941 24.7 1,405 16.5 

民間 30,187 78.0 30,386 75.3 199 0.7 

計 38,723 100.0 40,328 100.0 1,605 4.1 

兼業事業売上高 471 ― 597 ― 126 26.8

総売上高 39,194 ― 40,926 ― 1,731 4.4

 

（３）部門別繰越高比較表（連結）

（単位:百万円）
 

区分 
平成31年３月期 令和２年３月期 

比較増減 増減率
第２四半期 構成比 第２四半期 構成比

    ％   ％   ％

土木 52,022 70.5 48,729 73.1 △3,292 △6.3 

建築 21,741 29.5 17,934 26.9 △3,807 △17.5 

計 73,764 100.0 66,663 100.0 △7,100 △9.6 

官公庁 27,694 37.5 21,847 32.8 △5,847 △21.1 

民間 46,069 62.5 44,816 67.2 △1,252 △2.7 

計 73,764 100.0 66,663 100.0 △7,100 △9.6 
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令和元年11月14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名工建設株式会社

１．全体概況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(単位:百万円　％）

　（１）当第２四半期連結累計会計期間（以下、中間期といいます）の受注高は、土木部門は前

　　　　期より増加したものの、建築部門が前期より大幅に減少したこともあり、前年同期比

　　　　2,401百万円（6.6％）減の33,903百万円となりました。前期比較では減少となりました

　　　　が、過去５年平均319億円と比較しましても低い水準ではありません。

　　　　売上高は完成工事高、兼業事業売上高ともに増加したことにより、前年同期比1,731百

　　　　万円（4.4％）増の40,926百万円となりました。

　（２）営業利益は前年同期比1,232百万円(83.9％)増の2,700百万円となりました。これは完成

　　　　工事高が増加したことと工事利益率が前期より2.5％(9.8％→12.3％)改善したことによ

　　　　るものです。　　　

　（３）経常利益は営業外収支が165百万円黒字であったことで前年同期比1,247百万円(77.1％)

　　　　増の2,865百万円となりました。

　（４）税金等調整前四半期純利益は、特別損益で社宅売却損50百万円と有価証券評価損34百万

　　　　円が発生したことにより 89百万円の損失計上となりましたが前年同期比1,159百万円

　　　　(71.7％）増の2,776百万円となりました。税金等調整前四半期純利益に法人税等、非支

　　　　配株主持分を控除して親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比783百万円

　　　　(72.0％)増の1,873百万円となりました。結果、増収増益決算となりました。

令和２年３月期 　第２四半期決算発表

期 第78期 第79期

年度 30/9 元/9 増減額 増減率

受注高 36,305 33,903 △2,401 △6.6

売上高 39,194 40,926 1,731 4.4

営業利益 1,468 2,700 1,232 83.9

経常利益 1,618 2,865 1,247 77.1

税金等調整前四半期
純利益

1,617 2,776 1,159 71.7

親会社株主に帰属
する四半期純利益

1,089 1,873 783 72.0

前年同期比
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２．発注者別の受注・売上状況

　（１）受注高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（単位：百万円、％）

　　　　　①当中間期の受注高は、前年同期比2,401百万円減の33,903百万円となりました。

　　　　　②土木部門は、前年同期比5,091百万円増の25,289百万円となりました。

　　　　　③建築部門は、前期大型受注(4件67億円）の反動もあり、官公庁・民間ともに減少

　　　　　　し、前年同期比7,493百万円減の8,614百万円となりました。

　　　　　④当中間期の受注高は前年対比では下回りましたが、下期は建築部門や大規模改修

　　　　　　工事などの大型工事の受注も見込まれますので、受注計画 870億円は達成される

　　　　　　ものと考えております。

　（２）売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （単位：百万円、％）

　　　　　①当中間期の完成工事高は、前年同期比1,605百万円増の40,328百万円となりました。

　　　　　②建築部門は受注高の大幅減が響き10,774百万円と1,153百万円の減少となりました

　　　　　　が、土木部門は、受注が好調で工事の進捗も順調であったこともあり 29,553百万

　　　　　　円と2,759百万円増加となりました。　　　　　　

　　　　　③兼業売上はＪＰタワー名古屋の賃料収入が寄与し前年同期比126百万円増の597百万　　　　　　

　　　　　　円となりました。　　　　　

　　　　　④以上の結果、売上高全体では前年同期比1,731百万円(4.4%)増の40,926百万円となり

　　　　　　ました。

29/9 構成比 30/9 構成比 元/9 構成比 前年同期比

土木 25,472 63.3 26,794 69.2 29,553 73.3 2,759

建築 14,769 36.7 11,928 30.8 10,774 26.7 △1,153

官公庁 8,220 20.4 8,536 22.0 9,941 24.7 1,405

民間 32,022 79.6 30,187 78.0 30,386 75.3 199

計 40,242 100 38,723 100 40,328 100 1,605

504 　　　－ 471 　　　－ 597 　　　－ 126

40,746 　　　－ 39,194 　　　－ 40,926 　　　－ 1,731

部
門
別

発
注
者
別

兼業売上

合計

29/9 構成比 30/9 構成比 元/9 構成比 前年同期比

土木 20,268 67.8 20,197 55.6 25,289 74.6 5,091

建築 9,636 32.2 16,107 44.4 8,614 25.4 △7,493

官公庁 5,846 19.6 9,297 25.6 9,665 28.5 367

民間 24,058 80.4 27,007 74.4 24,238 71.5 △2,769

計 29,905 100 36,305 100 33,903 100 △2,401

部
門
別

発
注
者
別
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３．財政状態

　

　　（１）総資産は前年同期比13億円増加の900億円となりました。これは現金預金、完成

　　　　　工事未収入金等の増加によるものです。

　　（２）借入金比率は前年同期比0.4％改善し9.1％となりました。これは立替資金が増加

　　　　　しましたが、内部留保による手元資金の積上げ等により借入金を圧縮したことに

　　　　　よるものです。

　　（３）自己資本は、前年同期比 3,481百万円増加の49,977百万円となりました。これは

　　　　　「その他包括利益累計額」が減少したものの「利益剰余金」が増加したことによ

　　　　　るものです。　　　　　

　　（４）以上の結果、当第２四半期末の自己資本比率は総資産が増加しましたが、前年同

　　　　　期比3.1％改善して55.5%となり、１株当たり純資産は前年同期比137円増加して

　　　　　1,979円となりました。

４．通期の見込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　（１）受注高・売上高の通期見込みは当中間期までは概ね計画通りであり、通期の見込

　　　　　みは達成可能と考えており、年初計画と変更はありません。

　　（２）営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益の通期見込みについては、

　　　　　中間期が工事利益率の改善で期初計画を上回ったことを踏まえ、通期においては

　　　　　営業利益を4,800百万円、経常利益を5,000百万円、親会社株主に帰属する当期純

　　　　　利益を3,400百万円とそれぞれ業績予想を変更いたしました。

　　（３）配当については、今年度も安定収益の確保を見込むことができ、十分な配当原資

　　　　　もありますので、計画通り中間・期末の合計で19円配当を継続する予定です。

以上

平成31年3月期

実績 当初 今回 増減

受注高 92,941 87,000 87,000 ―

売上高 96,569 89,000 89,000 ―

営業利益 5,708 4,000 4,800 800

経常利益 5,971 4,200 5,000 800

親会社株主に帰属す
る当期純利益

4,099 2,950 3,400 450

１株当り配当金 9.0＋10.0円 9.5＋9.5円 9.5＋9.5円 ―

令和2年3月期見通し

30/9 31/3 元/9 前年同期比

88,695 89,780 90,091 1,395

8,416 4,332 8,198 △218

46,496 49,550 49,977 3,481

46,696 49,759 50,188 3,491

9.5 4.8 9.1 △0.4

52.4 55.2 55.5 3.1

1,841.87 1,962.85 1,979.79 137.92

総資産（百万円）

自己資本（百万円）

有利子負債(百万円）

純資産（百万円）

借入金比率（％）

自己資本比率(％)

１株当たり純資産（円）
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